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斜面地住民アンケート調査 

２－５－１．アンケート調査概要 

斜面地における居住状況や住民意識を把握するため、斜面地および斜面地周辺にお住まいの方を対

象にアンケート調査を行いました。 

調査結果の概要は次のとおりです。 

 

 実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査項目 

調査項目および選択肢は次に示す通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

アンケート実施概要 

○調査期間 2019年1月19日～2019年2月1日 

○対象者 前回の客観的評価により抽出された８地区内の居住者（世帯主） 

：1,000人（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域内の居住者を中心として抽出） 

○票数 配布票数：1,000票 

回収票数：514票（回答率51.4％） 

有効回答票数：512票（有効回答率51.2％） 

○方法 郵送配布、郵送回収 

 

 

個人属性 

①年齢 a.29歳以下  b.30代  c.40代  d.50代 

e.60代    f.70代  g.80歳以上 

②世帯構成 a.一人暮らし  b.夫婦のみ  c.二世代（親・子） 

d.三世代（親・子・祖父母） 

土地・家について 

③土地の形態 a.所有地     b.借地 

④家の形態 a.持ち家(⇒質問⑤へ)     b.借家(⇒質問⑧へ) 

⑤（持ち家の方へ） 

持ち家の購入状況 

a.新築で購入   b.中古で購入  c.相続、譲渡で取得 

d.その他（    ） 

⑥（持ち家の方へ） 

持ち家の築年数 
a.建築後0～10年経過（2008年～2018年に建築） 

b.建築後11～20年経過（1998年～2007年に建築） 

c.建築後21～30年経過（1988年～1997年に建築） 

d.建築後31～40年経過（1978年～1987年に建築） 

e.建築後41～50年経過（1968年～1977年に建築） 

f.建築後51年以上経過（1967年以前に建築） 

g.分からない  

⑦（持ち家の方へ） 

将来の土地や家の 

活用等について 

a.土地や家は、親族に相続するつもりである 

b.住まなくなったら、売却する予定である 

c.特に考えていない 

d.その他 
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居住について 

⑧居住年数 a.居住を開始して0～10年（2008年～2018年に居住開始） 

b.居住を開始して11～20年（1998年～2007年に居住開始） 

c.居住を開始して21～30年（1988年～1997年に居住開始） 

d.居住を開始して31～40年（1978年～1987年に居住開始） 

e.居住を開始して41～50年（1968年～1977年年に居住開始） 

f.居住を開始して51年以上（1967年以前に居住開始） 

g.分からない 

⑨居住開始理由 a.勤務地が近かったから      b.親族が近くに住んでいたから 

c.親の代から住んでいたから    d.配偶者の家があったから 

e.周辺の教育環境が整っていたから 

f.買い物に便利な場所であったから 

g.手頃な価格であったから 

h.周辺の眺望や自然環境が気に入ったから 

i.ほかに適当な物件（土地・建物）が見当たらなかったから 

j.その他 

普段の生活について 

⑩日ごろの移動手段 a.自家用車  b.自動二輪車  c.自転車  d.バス  e.タクシー 

f.徒歩    g.その他 

⑪住居周辺の道路状況 a.家の前に道路があり、車が寄り付くことが出来る 

b.家の前に道路（または階段）はあるが、車は寄り付くことができない 

（車が停車可能な道路から自宅までの距離は    ｍ程度） 

c.家の前に道路は無い 

（車が停車可能な道路から自宅までの距離は    ｍ程度） 

⑫外出頻度 a.ほぼ毎日外出する     b. 週に４～５日外出する 

c.週に２～３日外出する  d.週に１日外出する 

e.ほとんど外出しない 

⑬生活する上で 
不便なこと 

a.通勤、買い物、病院等外出が不便なこと 

b.空き家が多くなり近所づきあいが減っていること 

c.台風や大雨時に災害発生のおそれがあること 

d.台風や大雨時に避難するのが困難なこと 

e.家が老朽化している。（住宅設備が古くて使いづらい） 

f.その他   g.不便は感じていない 

⑭不便なことを解消するためにしていること （自由回答） 

転居意向について 

⑮転居意向 a.現在の居住地は住みやすいので、引き続き住み続けたい  

b.現在の居住地は住みにくいので、できることならば、転居したい 

c.将来的に転居する予定がある 

d.現在の居住地は住みにくいが、理由があって転居することができない 

e.その他 

⑯転居を希望する場所 a.現在お住まいの場所の近く  b.同一区内  c.市内  d.市外 

⑰その他土地利用に関してお困りのことがございましたら、ご記入ください。（自由回答） 
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○回答者の年齢構成としては、70歳以上の方が55％と多く占めています。 

○世帯構成としては、ばらつきがあり、“一人暮らし”、“夫婦のみ”、“二世代(親・子)”がそれぞれ３割ずつとなってい

ます。 

⇒比較的高齢の方の回答が多い傾向となっています。 

２－５－２．アンケート調査結果（単純集計） 

アンケート調査における単純集計結果を以下および次頁以降に示します。 

なお、N値は各回答対象者数、n値は各有効回答数を示します。 

 個人属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①年齢 ②世帯構成 

 

 

29歳以下

0.2%

30代

3.5%

40代

8.8%

50代

8.8%

60代

23.8%

70代

32.4%

80歳以上

22.4%

Ｎ＝512
n＝509

一人暮らし

28.3%

夫婦のみ

34.4%

二世代

（親・子）

32.4%

三世代

（親・子・祖

父母）

3.4%

その他

1.6%

Ｎ＝512

n＝510
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○所有地、持ち家が約９割程度を占めています。 

○約半数の家が新築で購入しており、約２割が相続・譲渡により家を所有しています。 

○築年数は、40年を超える家が45％を占めています。 

○将来の活用については、“親族に相続する予定である”または“売却する予定である”がそれぞれ３割程度占めてい

る一方で、解体や売却をしたいが費用負担での懸念があるとの意見が挙がっています。 

⇒家の老朽化が進んでおり、解体や売却を視野に入れている方が多くみられます。 

⇒そのような中、解体の費用負担や売却したくても買い手がいない等の費用面での懸念や、相続先が見当たらない

等、将来に対する不安の声が多く挙がっています。 

 土地・家について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③土地の形態 ④家の形態 

 

 

⑤持ち家の購入状況 ⑥持ち家の築年数 

 

 

 

 

所有地

86.5%

借地

13.5%

Ｎ＝512
n＝510

持ち家

93.7%

借家

6.3%

Ｎ＝512
n＝510

新築で購

入

53.6%

中古で購

入

26.4%

相続、譲

渡で取得

16.7%

その他

3.3%

Ｎ＝464
n＝455

建築後0～10年

経過

6.9%

建築後11～20年

経過

7.6%

建築後21～30年

経過

11.7%

建築後31～40年

経過

25.1%

建築後41～50年

経過

24.9%

建築後51年以上

経過

20.3%

分からない

3.5%

Ｎ＝464
n＝462
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⑦持ち家の将来の活用について 

 

 

その他の回答（抜粋） 

《解体したい、解体予定》 

・解体したい。 

・借家のため解体しないといけないが、その費用負担を考えると頭が痛い。 

・取り壊してまちのほうへ移住したい 

《売却したい、寄付したい》 

・売却したい。売却したいが売れない。買い手がつくか分からない。金があれ

ば引越したい。 

・建物が古くなっていき、売ることもできない。修理代もかかるから困っている。 

・市に寄付したい。 

《どのようにしたらよいか分からない》 

・親族、子供も住まないようなのでどのようにしたらいいか分からない。 

・山の上の方だから、子供達も住む気がない。 

・まだどうするか決めかねている。 

・子供が遠方で働いているため、いつ戻ってくるか分からない。 

・子どもがいるがまだ幼いので大きくなったら相談して決める。 

・子どもたちと話し合ってないので今は分からない。 

《その他》 

・リバースモーゲージを検討している。 

・資産として活用することを考えている。 

土地や家

は、親族に

相続するつ

もりである

34.4%

住まなくなっ

たら、売却

する予定で

ある

25.5%

特に考えて

いない

34.2%

その他

5.9%

Ｎ＝464
n＝459
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○居住年数が30年以上という回答が約６割程度で、居住年数が長い傾向がみられます。 

○居住開始の理由として、“親の代から住んでいたから”が最も多く、次いで、“周辺の眺望や自然環境が気に入っ

たから”や“手頃な価格であったから”が多くなっています。また、その他の意見として交通利便性の良さや周辺の

生活環境が決め手となり居住を開始したという意見もみられます。 

⇒“親の代から住んでいた”という意見が多く、居住年数が長い傾向がみられます。また、自然環境や価格を重視し

て居住を開始したという意見も多くみられます。 

 居住について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧居住年数 

 

⑨居住開始理由（複数回答可） 

 

 

0～10年

14.8%

11～20年

14.4%

21～30年

12.7%
31～40年

17.5%

41～50年

21.8%

51年以上

17.9%

分からない

0.9%

【全体】

N=512 

n=457 

その他の回答（抜粋） 

 

《利便性に関すること》 

・バス停が近かったから。（八幡東区） 

・小倉へも黒崎へも移動しやすい便利な立地。空き家があっても転入者がわりといる。（八幡東区） 

・交通の便が良いから。（小倉北区） 

・周辺の教育･病院等の環境が整っていたから。（八幡東区） 

 

《その他》 

・親と同居しなければいけなかった。親の介護のため。父が決めた。 

・土地を相続したから。譲与を受けた。 

・知り合いから購入した。 

11（2％）

21（4％）

24（5％）

28（5％）

40（8％）

49（10％）

60（12％）

91（18％）

91（18％）

126（25％）

買い物に便利な場所であったから

周辺の教育環境が整っていたから

その他

配偶者の家があったから

ほかに適当な物件（土地・建物）が見当たらなかったから

勤務地が近かったから

親族が近くに住んでいたから

手頃な価格であったから

周辺の眺望や自然環境が気に入ったから

親の代から住んでいたから

0 50 100 150

Ｎ＝512
n＝541
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○移動手段として、自家用車が最も多く、その他バスやタクシー、徒歩での移動が多い傾向がみられます。 

○一方で、“家の前に道路はあるが、車が寄り付くことができない”または“家の前に道路がない”という意見が全体の

24％を占めており、車が停車可能な道路から家までの距離が100ｍ以上という状況も見受けられます。 

○外出頻度については、週に４日以上外出しているという意見が７割以上となっています。 

○普段の生活の中で不便に感じていることとして、“台風や大雨時に災害発生のおそれがあること”が最も多く、次い

で“通勤、買い物、病院等外出が不便なこと”が多くなっており、特に安全性や利便性に対して不便を感じていま

す。 

⇒自家用車の利用が多く、公共交通の利用が少ない傾向がみられます。 

⇒普段の生活において、特に安全性や利便性に対して不便を感じている傾向にあります。 

 普段の生活について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8（2％）

13（3％）

24（5％）

81（16％）

111（22％）

158（31％）

332（65％）

その他

自転車

自動二輪車

タクシー

徒歩

バス

自家用車

0 100 200 300 400

⑩日頃の移動手段（複数回答可） 

 

⑪住居周辺の道路状況 

 

 

家の前に道路があり、車が寄り付く

ことが出来る

76.0%

家の前に道路（または階段）はあ

るが、車は寄り付くことができない

15.6%

家の前に道路は無い

8.4%

N=512 

n=469 

16

7 7

0

9

1 2
0 0

6
4

1

7

3

0

5

1 0

9

6

0

5

10

15

20
［票］

ｂ道路はあるが車が寄り付くことができない

ｃ家の前に道路はない

車が停車可能な道路から家までの距離 

N=512 

n=727 
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⑫外出頻度 

 

 

⑬普段生活する上で不便に感じていること（複数回答可） 

 

 

ほぼ毎日外出する

55.8%
週に４～５日外出する

18.3%

週に２～３日外出する

16.9%

週に１日外出する

4.4%

ほとんど外出

しない

4.6%

その他の回答（抜粋） 
 
《安全性に関すること》 
・現在、土砂崩れの状態のまま。雨が降った後始末に苦労している。 
 
《利便性に関すること》 
・坂道の上りがきつい。坂道が多いため疲れる。急な坂が多い。 
・雪が積もると徒歩での移動が困難。 
・道路が狭い。家の前に車がつけられない。 
・近く（徒歩圏内）にスーパーマーケットがなく、車で行かなくてはならない。 
・免許証を返却したら、どこにも行けなくなる。 
 
《その他》 
・近隣の大木が張り出してきている。近隣の雑草が覆っている。 
・近隣の山の持ち主が何もしてくれない。 
・猪などの鳥獣被害がある。 

29（6％）

93（18％）

117（23％）

117（23％）

124（24％）

173（34％）

286（56％）

その他

空き家が多くなり近所づきあいが減っていること

家が老朽化している。（住宅設備が古くて使いづらい）

不便は感じていない

台風や大雨時に避難するのが困難なこと

通勤、買い物、病院等外出が不便なこと

台風や大雨時に災害発生のおそれがあること

0 100 200 300 400

N=512 

n＝939 

N=471 

n=469 
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⑭不便なことを解消するためにしていること（自由回答） 

 

 

回答（抜粋） 
 
《安全性に関すること》 
・緊急警報の出た時は、即、避難している。災害情報メールを見ている。 
・町内会（近所）で、災害時には連絡を密にして避難等を行っている。 
・災害避難に関して、市と協議している。 
・台風接近の時は、風の強さに注意して用心している。山から流れ落ちる雨量を警戒している。 
・大雨や台風のあとは必ず家の周りを見て回っている。 
・砂防フェンスの整備を市にお願いしている。 
 
《利便性に関すること》 
・乗り合いタクシーを利用している。 
・道路が家と離れているので、荷物を持って坂を登れないが、タクシーの運転手さんが家まで持ってきてく

れる。 
・歩行が困難であるため、バイクにより行動している。 
・生協に配達してもらっている。 
・近くのコンビニを利用している。 
 
《居住状況に関すること》 
・近隣の十数件のグループで定期的に親睦を図り、情報交換を行っている。 
・ヘルパーさんに来てもらっている。 
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〇“住みやすいので引き続き住み続けたい”という意見が５割以上と最も多い一方で、“住みにくいので転

居したい”または“住みにくいが転居することができない”という意見が３割強みられます。 

〇また、“住みにくいが転居することができない”という意見も２割弱みられ、その他の回答では経済的な

理由や高齢により転居が難しいという声が挙がっています。 

⇒“住みにくいのでできれば転居したい”または“住みにくいが理由があって転居することができない”

という意見が３割程度みられます。また、経済的な理由や高齢により転居が難しいという声が挙がって

います。 

 転居意向について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑮将来、転居意向があるか 

 

⑯仮に転居するとしたらどこに転居したいか 

 

 

現在お住まい

の場所の近く

30.5%

同一区内

33.6%

市内

26.4%

市外

9.5%

N=512 

n=373 

▼その他の回答（抜粋） 

 

《引き続き住み続けたい》 

・自然に囲まれまち中に住むより日々の生活は今の方が

環境は良いが、高齢になると体力的・身体的能力の低

下が考えられる。 

・住みにくいが住み続けたい。 

・友達が来てくれるので知らないところは行きたくない。 

・先祖代々の家や土地なので転居できない。 

 

《住みにくいが、理由があって転居できない》 

・経済的に転居は困難。取り壊しの費用がない。生活が苦

しく転居ができない。住宅購入資金がない。 

・高齢での転居は難しい。今更転居しようとは思わない。 

・親の所有である。 

・自宅があるため、他に（市営住宅など）入れない。 

現在の居住地は住

みやすいので、引

き続き住み続けた

い

53.8%

現在の居住地は住

みにくいので、でき

ることならば、転居

したい

17.6%

将来的に転居する

予定がある

7.7%

現在の居住地は住

みにくいが、理由が

あって転居すること

ができない

14.4%

その他

6.5%
【全体】

N=512 

n=478 
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⑯仮に転居するとしたらどこに転居したいか（選択理由） 

 

 

  

 

a．「現在お住まいの場所近く」を選択する理由（抜粋） 

 

《利便性に関すること》 

・バス停の近く。家賃が安ければ。 

・交通の利便性が良く、買い物・病院等が近い。 

・公共交通の利便性が良い。日当たりが良い。 

・交通利便性と環境が良い。 

・職場が近いため。仕事の関係で。 

・子どもの学校や勤務先の距離。 

・子どもの学校区を変えたくない。 

c．「市内」を選択する理由（抜粋） 
 

《安全性に関すること》 

・台風、大雨の時は避難所に行っているから。 

 

《利便性に関すること》 

・交通の利便が良い所が良い。 

・買い物や学校などの利便性が良い所に行きたい。 

 

《居住状況に関すること》 

・実家・お墓の近くが良い。 

b．「同一区内」を選択する理由（抜粋） 
 
《安全性に関すること》 

・災害などでどうしても住めなくなった場合のみ転居を選択する。 

 

《利便性に関すること》 

・交通の利便性がよい。 

・坂は多いが、店舗・病院・その他に不便は感じていない。 

・勤務地の近くが良い。 

 

《居住状況に関すること》 

・子供が区内に住んでいるから。 

・愛着がある、住み慣れている。 

・今の生活となるべく変わらない生活がしたい。 

d．「市外」を選択する理由（抜粋） 

 

《利便性に関すること》 

・交通の利便性と生活環境がよければ 

どこでも良い。 

 

《居住状況に関すること》 

・子どもの近くに住みたい。 

 

《その他》 

・市内を希望するが価格次第。 

《居住状況に関すること》 

・お友達のそばにいたい。 

・近所付き合いがとてもよいので。 

・近隣の方々と付き合いが長いから。 

・親族が住んでいる。 

・子どもが近くにいる。 

・住み慣れた土地なので近くが良い。 

・今の場所が気に入っているから。 

・ゆったりした生活。野鳥の声が聞こえる。 

・自然環境に恵まれている。 

・緑が多く静か。住環境が整っているので。 
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⑰その他土地利用に関しての意見や困っていること 

 

 

《安全性に関すること》 

・斜面地で土砂災害を常に警戒している。梅雨時の大雨で水災害も常に警戒している。 

・住んでいる道がいつ崩れるか心配である。 

・土地（私有地）の一部の公道に穴が開き、山から雨水が浸水してくるので、大雨の時、穴が開いたりすると不安。

また、一般の人が通るし、小学生も通学しているので市の方で公道になるところは買い上げか管理してほしい。 

・年に数回、雪で道路凍結したら下まで歩いてタクシーしかありません。急坂の場所に、融雪剤をまく等、市で対策

してほしい。 

・道路が1本しかないため、遮断された際は避難もできない。少しの工事で他の道路と接続できるので考えていた

だきたい。 

・大雨が降った時、下の道路に水がかなりたまり危険。また、土砂崩れなども心配している。実際、去年土砂崩れ

が上の方であった。 

・道路（車道）が狭い 

・前面に道路がないので、道を拡張して車が入るようにしたい。 

・川の沿道（道幅1ｍ）がくぼみ、年寄りの歩行は危ない。また、住民が通るのに不安がある。 

・外灯を設置してほしい。夜間避難するのも困難なくらい、暗い。 

《利便性に関すること》 

・バス停が遠く、お店も一件もないところなので、将来に不安がある。 

・斜面住宅地でも利用できるコミュニティバスか公共タクシーを運営してほしい。高齢化で個人の自家用車運転が

難しくなるから。 

・運転免許を返納したら、交通の便の良い所が良い。 

・自宅からバス通り（バス停）まで200ｍくらいですが、30度くらいの坂道なので自家用車運転が出来なくなったら

不便になる。 

・北九州市内は山間部が多く、交通の便が悪い。 

・坂道の上団地に高齢者が多く住んでいて、外出時歩いての上り下りに苦労している。一人暮らしの方もいます。

長崎のような電動の施設が出来ればいいなと思う。 

《居住状況に関すること》 

・周りの住んでいない家、土地が放置されている。 

・崖の上にある家が築30年以上空き家で台風の日等とても危険に感じる。 

・斜面地の草刈りが大変。 

・大雨で家屋の老朽化による倒壊などが心配。 

・土地を売却したくとも売れない。死後、北九州市に物納できたらしたい。 

・もし、将来売却したいと思っても、斜面地のため、二束三文で価格が低いと思うため、転居したくても難しいと思

う。 

・災害や住居・交通など転居したいが費用がかかる為、転居できない。市が土地を買い取るような制度があれば

移転できるのではと思う。市街化調整区域へ編入できればと思う。 

・年齢により、坂道をあがって帰るのが困難になってきた。土地を手放したくても、生活するところがなく悩んでい

る。 

《その他》 

・斜面地の防災工事をしてほしい 

・自己責任で住んでいる住民もいることを理解してほしい。 
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○“相続・譲渡で取得”した方は、“建築後51年以上経過”した割合が６割程度と高く、建物が古くなっている様子がう

かがえます。 

 

〇土地所有者は、将来“土地や家は、親族に相続するつもりである”との回答が最も多くなっています。 

○借地の方は、将来について“特に考えていない”との回答が最も多く、その他意見として“家は解体し

土地は返す”が多くみられます。 

⇒土地所有者は、将来親族への相続意向が高い傾向がみられ、借地の方は特に考えていないという回答が

多くみられます。 

アンケート調査結果（クロス集計） 

 購入状況と築年数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土地の形態と将来の土地や家の活用等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤持ち家の購入状況と⑥持ち家の築年数について 

26

3

3

0

34

1

1

0

34

17

3

3

69

42

4

0

66

29

18

3

23

19

44

7

1

12

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新築で購入

中古で購入

相続、譲渡で取得

その他

⑤購入状況×⑥築年数
a.建築後0～10年経過

（2008年～2018年に建築）

b.建築後11～20年経過

（1998年～2007年に建築）

c.建築後21～30年経過

（1888年～1997年に建築）

d.建築後31～40年経過

（1978年～1987年に建築）

e.建築後41～50年経過

（1988年～1977年に建築）

f.建築後51年以上経過

（1967年以前に建築）

g.分からない

162

5

118

3

140

19

16

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所有地

借地

③土地の形態×⑦将来の活用方法

a.土地や家は、親族に相

続するつもりである

b.住まなくなったら、売却

する予定である

c.特に考えていない

d.その他

③土地の形態と⑦将来の土地や家の活用等について 
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〇年齢が若いほど自家用車での移動が多く、高齢になるにつれタクシー利用が多くなっています。 

〇世帯構成が多いほど自家用車での移動が多く、“一人暮らし”は他の世帯構成に比べ、タクシー利用が多くなって

います。 

○周辺の道路状況に関わらず、自家用車での移動が多くなっています。 

○外出頻度が高いほど自家用車での移動が多くバスの利用が少なく、一方、外出頻度が低いほど、タクシー利用が

多くなっています。 

⇒全体として自家用車での移動が多い傾向がみられます。一方で、高齢の方や一人暮らしの方、外出頻度の低い

方は、タクシー利用での移動も多くみられます。 

 日ごろの移動手段について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑩日ごろの移動手段について 

18

17

37

39

97

107

1

1

4

6

6

6

0

0

3

1

1

6

5

5

4

8

30

49

1

1

0

1

11

24

2

2

8

9

25

35

0

0

0

1

0

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40代

50代

60代

70代

80代

①年齢×⑩移動手段（複数回答）

a.自家用車

b.自動二輪車

c.自転車

d.バス

e.タクシー

f.徒歩

g.その他

57

126

126

15

4

5

7

11

0

1

3

7

3

0

0

54

52

45

4

3

39

21

19

0

2

37

39

30

4

1

7

0

1

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし

夫婦のみ

二世代（親・子）

三世代（親・子・祖父

母）

その他

②世帯構成×⑩移動手段（複数回答）

a.自家用車

b.自動二輪車

c.自転車

d.バス

e.タクシー

f.徒歩

g.その他

270

40

19

19

3

1

8

2

3

112

27

14

55

17

7

80

18

12

6

2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家の前に道路があり、

車が寄り付くことが出

来る

家の前に道路（または

階段）はあるが、車は

寄り付くことができない

家の前に道路は無い

⑪周辺の道路状況×⑩移動手段（複数回答）

a.自家用車

b.自動二輪車

c.自転車

d.バス

e.タクシー

f.徒歩

g.その他

219

65

35

5

7

21

1

2

0

0

11

0

1

1

0

65

32

42

11

8

21

9

30

9

11

61

16

24

7

2

0

1

2

2

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日外出する

週に４～５日外出する

週に２～３日外出する

週に１日外出する

ほとんど外出しない

⑫外出頻度×⑩移動手段（複数回答）

a.自家用車

b.自動二輪車

c.自転車

d.バス

e.タクシー

f.徒歩

g.その他
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〇築年数が浅い住宅ほど、“家の前に道路があり、車が寄り付くことが出来る”割合が高くなっており、築年数が古い住

宅ほど、“家の前に道路はあるが、車に寄り付くことができない”または“家の前に道路はない”との回答割合が高くな

っています。 

○将来の居住意向をみると、現在の居住地に“引き続き住み続けたい”と回答した方は“家の前に車は寄り付くことが

できない”または“家の前に道路はない”との回答が２割にも満たないのに対し、現在の居住地は“住みにくい”と回

答した方では、それぞれ４割近くの方が“家の前に車は寄り付くことができない”または“家の前に道路はない”と回

答しています。 

〇外出頻度の高さには、周辺道路の状況は大きく影響はないようであるが、“週に２～３日外出する”と回答した方

は、他の回答に比べ“家の前に道路はあるが、車は寄り付くことができない”割合が高い傾向にあります。 

⇒住宅の築年数が古い住宅ほど、家の前に車が寄り付くことができない傾向があります。また、住居周辺の道路状況

と将来の居住意向は相関性がみられます。 

 住居周辺の道路状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

207

67

53

17

16

32

13

22

1

4

20

4

5

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日外出する

週に４～５日外出する

週に２～３日外出する

週に１日外出する

ほとんど外出しない

⑫外出頻度×⑪住居周辺の道路状況
a.家の前に道路

があり、車が寄り

付くことが出来る

b.家の前に道路

（または階段）は

あるが、車は寄り

付くことができな

い
c.家の前に道路

は無い

29

33

48

85

86

51

9

2

0

5

18

17

17

6

0

1

1

4

5

21

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建築後0～10年経過

建築後11～20年経過

建築後21～30年経過

建築後31～40年経過

建築後41～50年経過

建築後51年以上経過

分からない

⑥築年数×⑪住居周辺の道路状況

a.家の前に道路があり、車

が寄り付くことが出来る

b.家の前に道路（または階

段）はあるが、車は寄り付く

ことができない

c.家の前に道路は無い

⑪住居周辺の道路状況について 

208

21

9

51

18

10

26

7

2

35

17

11

25

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家の前に道路があり、車が

寄り付くことが出来る

家の前に道路（または階段）

はあるが、車は寄り付くこと

ができない

家の前に道路は無い

周辺の道路状況×転居意向(将来)
a.現在の居住地は住みやすいので、引き

続き住み続けたい

b.現在の居住地は住みにくいので、でき

ることならば、転居したい

c.将来的に転居する予定がある

d.現在の居住地は住みにくいが、理由が

あって転居することができない

e.その他
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〇年齢が若いほど外出頻度は高く、高齢になるほど外出頻度が低い傾向となっています。 

〇どの年代の方も、“台風や大雨時に災害発生のおそれがあること”に対する不便さを強く感じていることがうかがえま

す。 

○特に高齢になるにつれ“通勤、買物、病院等外出”や“空き家が多くなり近所づきあいが減っていること”への不便さ

や不安を感じているようです。 

○“現在の居住地は住みにくい”と回答した方は、“現在の居住地は住みやすい”と回答した方に比べ、“通勤、買い

物、病院等外出が不便”との回答割合が高くなっています。 

⇒全体として、安全性への不便さをより強く感じている傾向がみられます。また、外出や空き家増加に伴う近所づきあ

いの減少等、居住状況に対する不便さは、高齢の方がより強く感じています。 

 

 年齢と外出頻度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活する上で不便なことについて 

 

 

 

 

 

 

 

  

5

12

7

34

57

58

1

3

7

23

33

25

13

29

28

72

87

55

2

10

8

21

42

40

3

10

8

31

39

25

3

7

4

9

2

4

4

8

15

24

45

21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40代

50代

60代

70代

80代

①年齢×⑬不便なこと（複数回答） a.通勤、買い物、病院等外出が

不便なこと

b.空き家が多くなり近所づきあい

が減っていること

c.台風や大雨時に災害発生のお

それがあること

d.台風や大雨時に避難するのが

困難なこと

e.家が老朽化している。（住宅設

備が古くて使いづらい）

f.その他

g.不便は感じていない

18

42

42

84

75

17

1

0

0

21

41

29

0

0

1

14

32

37

0

1

1

0

7

14

0

1

1

1

8

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40代

50代

60代

70代

80代

①年齢×⑫外出頻度

a.ほぼ毎日外出する

b. 週に４～５日外出する

c. 週に２～３日外出する

d.週に１日外出する

e.ほとんど外出しない

41

48

14

43

15

31

15

9

27

7

116

61

24

54

13

38

30

8

33

9

37

31

6

28

7

10

9

4

4

1

96

5

8

1

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の居住地は住みやすいので、

引き続き住み続けたい

現在の居住地は住みにくいので、

できることならば、転居したい

将来的に転居する

予定がある

現在の居住地は住みにくいが、

理由があって転居することができない

その他

⑮転居意向×⑬不便なこと（複数回答）
a.通勤、買い物、病院等外出が

不便なこと

b.空き家が多くなり近所づきあ

いが減っていること

c.台風や大雨時に災害発生の

おそれがあること

d.台風や大雨時に避難するの

が困難なこと

e.家が老朽化している。（住宅設

備が古くて使いづらい）

f.その他

g.不便は感じていない

①年齢と⑫外出頻度について 

⑬生活する上で不便なことについて 
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〇年齢別にみると、全体として概ね半数以上が“現在の居住地は住みやすいので、引き続き住み続けたい”となって

おり、特に20～30代の方はその割合が高く、一方で80代及び60代の方は半数に満たない回答結果となっていま

す。 

〇また、“現在の居住地は住みにくいが、理由があって転居することができない”という回答をみると、20～30代では

回答割合が低いのに対し、40代から80代では10％程度の回答がみられます。 

○土地の形態別にみると、借地より土地所有者の方が“現在の居住地は住みやすいので、引き続き住み続けたい”と

の回答割合が高くなっています。 

○また、借地の方は、土地所有者に比べ、“現在の居住地は住みにくいが、理由があって転居することができない”や

“将来的に転居する予定がある”の回答割合が高い傾向となっています。 

⇒年齢別にみると、20～30代が特に“現在の居住地は住みやすいので、引き続き住み続けたい”という回答が多い

傾向がみられます。また、土地の形態別にみると、土地所有者に比べ借地の方のほうが、転居意向や転居予定

の割合が高くなっています。 
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⑮将来の転居意向について 

13

24

24

57

84

53

3

8

10

24

21

18

1

2

3

13

13

5

1

5

5

14

27

16

0

3

2

9

6

11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40代

50代

60代

70代

80代

①年齢×⑮転居意向(将来) a.現在の居住地は住みやすいの

で、引き続き住み続けたい

b.現在の居住地は住みにくいの

で、できることならば、転居したい

c.将来的に転居する予定がある

d.現在の居住地は住みにくい

が、理由があって転居することが

できない

e.その他

233

23

69

14

28

9

51

18

27

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

所有地

借地

③土地の形態×⑮転居意向(将来)
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●アンケート調査結果からみえる課題● 
 

（４）周辺の道路状況について 
〇接道状況の悪い地域は、建築年数が古く、居住意向も低いことから、将来的には建物が更新されない恐

れがあります。 
⇒客観的評価をするための指標として交通利便性を確認するとともに、２次選定の視点の一つとして接道

状況等を確認します。 
 
（６）生活する上で不便なことについて 
〇どの年代においても、災害に対する不便さを感じている方が多くなっています。 
〇また、住みにくい・転居したいとお答えされた方は、住み続けたいとお答えされた方と比べて、利便性に関

する不満を感じている傾向が高くなっています。 
⇒客観的評価をするための指標として安全性、利便性を確認するとともに、２次選定の視点の一つとして安

全性を確認します。 
 

 


